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年
末
恒
例
と
な
っ
て
い
る

「
今
年
の
漢
字
」
。
日
本
漢
字

能
力
検
定
協
会
が
毎
年
、
全
国

か
ら
募
集
し
て
選
ぶ
１
年
の
世

相
を
表
す
「
漢
字
」
が
発
表
さ

れ
た
。
２
０
２
２
年
は
と
い
う

と
「
戦
」
と
な
っ
た
。
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
、

円
安
・
物
価
高
と
の
戦
い
な
ど

を
背
景
に
選
ば
れ
た
。
今
年
の

漢
字
の
「
戦
」
に
は
、「
い
く
さ
」

「
た
た
か
い
」
「
せ
ん
」
と
い
っ

た
読
み
方
が
あ
る
よ
う
に
一
つ

の
漢
字
で
も
複
数
の
読
み
方
が

あ
る
▼
そ
の
中
で
も
「
生
」
と

い
う
漢
字
に
は
、
や
さ
し
い
漢

字
な
の
に
、
非
常
に
多
く
の
読

み
方
が
あ
る
。
お
笑
い
芸
人
の

厚
切
り
ジ
ェ
イ
ソ
ン
が
ネ
タ
に

す
る
ほ
ど
で
あ
る
。
皆
さ
ん
は
、

ど
れ
だ
け
思
い
つ
く
だ
ろ
う
▼

「
生
き
る
」「
先
生
」
「
誕
生
日
」

「
生
ビ
ー
ル
」
「
生
い
立
ち
」
な

ど
の
わ
か
り
や
す
い
も
の
に
加

え
、「
芝
生
」「
苔
生
す
」「
生
粋
」

「
弥
生
」「
桐
生
」「
羽
生
結
弦
」

な
ど
な
ど
、
こ
う
い
っ
た
読
み

方
も
加
え
る
と
か
な
り
の
数
が

出
て
く
る
。
１
０
０
種
類
を
軽

く
超
え
１
５
０
種
類
以
上
あ
る

と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
「
生
」

単
独
だ
け
で
な
く
２
文
字
で
そ

う
読
む
も
の
も
多
く
あ
り
、
文

字
の
組
み
合
わ
せ
で
そ
の
意
味

も
大
き
く
変
わ
る
▼
「
生
」
と

い
う
漢
字
を
見
て
い
る
と
そ
れ

は
、
様
々
な
生
き
方
が
あ
り
、

生
き
る
と
い
う
こ
と
が
い
か
に

複
雑
で
悩
み
多
い
も
の
で
あ
る

か
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な

い
か
、
と
思
わ
せ
る
ほ
ど
で
あ

る
。
日
本
、
世
界
問
わ
ず
安
心

し
て
生
き
て
暮
ら
せ
る
世
の
中

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
（
ど
ら
）

◇
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に

伴
う
対
応
に
つ
い
て
（
　

／
11

　

）
24

◇
臨
時
雇
用
非
常
勤
職
員
の

賃
金
の
改
正
に
つ
い
て
（
　

11

／
　

）
24

◇
冬
山
作
業
に
お
け
る
職
員

の
安
全
確
保
に
つ
い
て
（
　

11

／
　

）
24

◇
２
０
２
２
年
　

月
期
の
期

12

末
手
当
、
勤
勉
手
当
に
つ
い

て
（
職
員
周
知
）（
　

／
　

）

11

29

◇
早
期
退
職
募
集
制
度
及
び

再
就
職
支
援
に
つ
い
て
（
　

11

／
　

）
29

◇
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
事
案
の

発

生

の

防

止

に

つ

い

て

（
　

／
１
）

12
◇
２
０
２
３
年
度
非
常
勤

職
員
（
事
務
系
、
現
場
系
）

の
雇
用
要
望
調
査
に
つ
い

て
（
　

／
１
）

12

　

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産

業
政
策
の
推
進
に
向
け
て
は
、

本
部
段
階
に
お
い
て
、
森
林
労

連
と
連
携
を
図
り
、
関
係
団
体

等
へ
の
要
請
行
動
を
は
じ
め
、

林
野
庁
交
渉
等
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
３
年
度
税
制

改
正
要
望
と
し
て
「
森
林
環
境

譲
与
税
に
係
る
所
要
の
見
直
し

の
検
討
」
が
提
出
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
森
林
労
連
及
び

「
森
林
環
境

政
策

議
員
懇
談

会
」
と
連
携
を
図
り
、
譲
与
基

準
見
直
し
に
係
る
国
会
対
策
、

譲
与
税
の
使
途
・
活
用
等
に
係

る
市
町
村
へ
の
指
導
な
ど
の
課

題
に
つ
い
て
、
林
野
庁
交
渉
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
本
に
お
い
て
は
、
本
部
段

階
で
の
取
り
組
み
に
連
動
す
る

よ
う
、
四
国
４
県
の
林
活
議
連

へ
の
要
請
行
動
を
行
い
、
林
野

関
連
予
算
の
拡
充
、
森
林
環
境

譲
与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
、

林
業
労
働
力
の
確
保
等
の
課
題

の
前
進
に
向
け
た
意
見
書
決
議

の
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

場
、
そ
し
て
労
働
条
件
は
政
治

に
左
右
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
政

治
闘
争
へ
の
関
わ
り
を
強
化
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
組
織
態
勢
の
強
化
に

向
け
て
は
、
「
来
年
４
月
の
新

規
採
用
者
等
も
含
め
た
組
織
化

対
策
に
向
け
、
地
本
・
分
会
が

連
携
し
て
全
員
組
織
化
の
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
く
。
組
織

強
化
に
向
け
て
は
、
組
合
員
と

の
日
常
的
な
関
わ
り
が
重
要
で

あ
り
、
引
き
続
き
、
無
所
属
者

の
林
野
労
組
へ
の
組
織
化
に
向

け
て
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

く
」「
今
回
の
分
会
委
員
長
・
書

記
長
会
議
で
は
、
秋
年
段
階
で

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
各
職

場
の
現
状
な
ど
も
議
論
し
、
共

有
を
図
る
中
で
、
意
思
統
一
を

図
り
た
い
。
」
等
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

　　

２
０
２
３
年
度
予
算
概
算
決

定
、
組
織
・
定
員
改
正
に
向
け

た
本
部
交
渉
及
び
国
会
対
策
等

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

森
林
整
備
予
算
の
確
保
、
事
業

実
行
体
制
の
確
保
、
現
場
管
理

機
能
の
強
化
、
業
務
運
営
課
題

の
解
消
な
ど
に
つ
い
て
、
全
分

会
で
要
求
書
を
提
出
し
、
団
体

交
渉
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
意
思
統
一
を
図
り
ま
し

た
。

　

地
本
に
お
い
て
は
、
分
会
段

階
で
の
団
体
交
渉
の
実
施
な
ど

を
踏
ま
え
、
局
・
署
（
所
）
の
事

業
実
行
体
制
の
確
保
、
２
０
２

３
年
度
の
四
国
局
の
各
種
事
業

に
必
要
な
予
算
の
確
実
な
確
保
、

国
有
林
の
現
場
管
理
（
境
界
管

理
、
林
道
管
理
、
各
種
調
査
業

務
）
に
係
る
具
体
的
な
対
策
、

非
常
勤
職
員
の
雇
用
予
算
の
確

保
な
ど
、
地
本
交
渉
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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は
じ
め
に
、
梶
原
地
本
執
行

委
員
長
は
、
７
月
に
行
わ
れ
た

「
第
　

回
参
議
院
選
挙
」
の
選

26

挙
結
果
等
に
触
れ
、
「
自
民
党
、

日
本
維
新
の
会
な
ど
、
国
会
議

員
の
３
分
の
２
を
占
め
る
改
憲

秋年段階での取り組みなど地本 ・分会段階の取り組みについ

て意思統一を図った

勢
力
を
許
す
結
果
と
な
り
、
憲

法
改
「
正
」
を
許
さ
な
い
闘
い

は
正
念
場
で
あ
る
。
来
春
に
は

統
一
地
方
選
挙
が
実
施
さ
れ
る

が
、
国
政
選
挙
と
同
様
に
重
要

な
選
挙
。
自
分
た
ち
が
働
く
職

　

ま
た
、
２
０
２
２
年
度
新
規

採
用
者
の
組
織
化
に
つ
い
て
は
、

　

人
全
員
が
林
野
労
組
へ
の
加

10入
と
な
っ
た
こ
と
を
全
体
で
確

認
す
る
と
と
も
に
、
来
年
４
月

の
２
０
２
３
年
度
新
規
採
用
者

の
全
員
組
織
化
を
は
じ
め
と
す

る
組
織
化
対
策
に
地
本
・
分
会

間
で
連
携
し
全
員
組
織
化
を
図

る
取
り
組
み
を
追
求
し
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
労
使
交
渉
の
強

化
を
は
じ
め
、
組
合
員
へ
の
情

報
伝
達
な
ど
、
組
織
強
化
に
向

け
て
は
、
地
本
・
分
会
が
連
携

し
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

月
　

日
、
高
知
市
に
お
い
て
分
会
委
員
長
・
書
記
長
会
議
を
開
催
し
、
①
２
０

10

29

２
３
年
度
事
業
予
定
等
に
係
る
要
求
書
の
提
出
と
団
体
交
渉
の
実
施
、
②
森
林
・
林

業
・
木
材
関
連
産
業
の
基
本
政
策
の
推
進
に
向
け
た
各
県
議
会
等
へ
の
要
請
行
動
の

取
り
組
み
、
③
組
織
強
化
に
向
け
た
取
り
組
み
、
④
２
０
２
３
年
４
月
の
第
　

回
統

20

一
地
方
選
挙
に
向
け
た
取
り
組
み
、
⑤
森
林
労
連
共
済
の
加
入
促
進
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
、
本
部
・
地
本
指
令
に
基
づ
く
２
０
２
２
年
秋
年
段
階
で
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
議
論
・
意
思
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
四
国
４
県
議
会
で
の

意
見
書
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
、

市
町
村
議
会
等
へ
の
要
請
行
動

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

組
織
態
勢
の
確
立
、
組
織
強

化
に
向
け
て
は
、
分
会
執
行
委

員
会
の
定
例
化
を
は
じ
め
、
労

使
交
渉
の
強
化
、
組
合
員
へ
の

情
報
伝
達
、
班
会
や
職
場
集
会

を
通
じ
た
組
合
員
と
の
対
話
な

ど
の
取
り
組
み
を
追
求
し
て
い

く
こ
と
で
意
思
統
一
を
図
り
ま

し
た
。

　

２
０
２
３
年
４
月
に
投
開
票

が
行
わ
れ
る
第
　

回
統
一
地
方

20

選
挙
に
つ
い
て
は
、
①
都
道
府

県
と
政
令
市
の
首
長
及
び
議
員

選
挙
は
、
４
月
９
日
投
開
票
、

②
政
令
市
以
外
の
市
区
町
村
の

首
長
・
議
員
選
挙
は
４
月
　

日
23

投
開
票
の
予
定
で
行
わ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

な
お
、
第
　

回
統
一
地
方
選

20

挙
に
向
け
て
は
、
各
県
連
合
に

お
い
て
推
薦
候
補
者
の
決
定
等

の
組
織
手
続
き
等
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
連
合
は
、
「
地
域
と

住
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

働
く
者
・
生
活
者
の
立
場
に

立
っ
た
政
治
勢
力
の
拡
大
と
地

域
基
盤
の
強
化
、
及
び
政
策
実

現
」
の
た
め
に
極
め
て
重
要
な

闘
い
と
位
置
付
け
、
推
薦
候
補

者
の
勝
利
に
向
け
た
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
く
と
し
て
い
ま

す
。

　

国
家
公
務
員
の
総
人
件
費
削

減
や
賃
金
等
に
お
け
る
人
事
院

勧
告
な
ど
、
私
た
ち
の
労
働
条

件
が
政
治
の
動
向
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
決
し

て
、
政
治
と
無
関
係
で
は
な
く
、

労
働
者
の
代
表
を
一
人
で
も
多

く
政
治
の
場
へ
送
り
出
さ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙

で
の
林
野
労
組
推
薦
候
補
者
の

勝
利
に
向
け
た
意
思
統
一
を
図

り
ま
し
た
。

　

森
林
労
連
共
済
の
加
入
促
進

に
向
け
て
は
、
２
０
２
１
年
度

の
セ
ッ
ト
共
済
の
加
入
実
績
と

２
０
２
３
年
１
月
の
契
約
更
改

に
係
る
取
り
組
み
経
過
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
、
総
合
共
済
、

団
体
生
命
共
済
の
未
加
入
者
に

対
し
て
は
、
引
き
続
き
森
林
労

連
共
済
の
加
入
促
進
に
向
け
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
３
年
１
月
の
契
約
更

改
で
は
、
団
体
生
命
共
済
の
制

度
改
定
に
伴
い
、
す
べ
て
の
世

代
で
掛
け
金
単
価
が
低
減
さ
れ
、

そ
う
し
た
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し

た
既
加
入
者
へ
の
　

口
贈
口
に

10

よ
る
保
障
の
充
実
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
制
度

改
定
を
契
機
に
、
団
体
生
命
共

済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
　

月
１
日

12

か
ら
２
０
２
３
年
２
月
末
ま
で

実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
組
合

員
へ
周
知
を
図
る
と
と
も
に
、

森
林
労
連
共
済
の
加
入
促
進
に

向
け
て
は
、
組
合
員
と
の
対
話

を
基
本
と
し
た
加
入
促
進
の
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
こ
と
を

全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。
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右上 ：
香川県林活議連へ要請する地本と　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 香川分会

右下 ：
徳島県林活議連へ要請する地本と　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 徳島分会

左上 ：
高知県林活議連へ要請する地本

森

林

・

林

業

政

策

の

推

進

に

か

か

る

　

森
林
・
林
業
・
木
材
関
連
産

業
政
策
の
推
進
に
向
け
て
は
、

地
本
・
分
会
が
連
携
し
、
四
国

４
県
の
林
活
議
連
へ
の
要
請
行

動
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
３

年
度
税
制
改
正
要
望
と
し
て

「
森
林
環
境
譲
与
税
に
係
る
所

要
の
見
直
し
の
検
討
」
が
提
出

さ
れ
た
こ
と
等
も
踏
ま
え
、
　

12

月
議
会
で
の
意
見
書
決
議
に
向

け
た
要
請
と
し
て
取
り
組
み
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
①
　

月
　

日

11

16

に
愛
媛
県
議
会
、
②
　

月
　

日

11

17

　
　

月
９
日
、
「
林
野
労
組
西

12
南
三
地
本
会
議
」
が
、
大
分
県

別
府
市
で
開
催
さ
れ
、
　

人
18

（
九
州
６
人
、
近
畿
中
国
４
人
、

四
国
７
人
、
本
部
１
人
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

西
南
三
地
本
会
議
は
、
林
野

労
組
の
西
南
三
地
本
の
連
携
強

化
等
を
目
的
に
各
地
本
持
ち
回

り
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
２
０
１
８
年
度

以
降
は
開
催
で
き
て
お
ら
ず
、

今
回
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

ラ
イ
ナ
侵
攻
や
東
ア
ジ
ア
の
緊

張
関
係
等
多
く
の
課
題
等
が
あ

る
中
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
ず
、

日
本
国
憲
法
の
最
も
大
切
な
三

原
則
「
平
和
主
義
」
「
国
民
主

権
」「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
の

理
念
を
暮
ら
し
に
生
か
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
、
平
和
な

社
会
の
実
現
に
向
け
て
一
人
ひ

と
り
が
各
種
行
動
に
参
画
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

　

全
体
講
演
で
は
、
日
中
国
交

正
常
化
　

周
年
を
迎
え
た
中
、

50

に
高
知
県
議
会
、
③
　

月
　

日

11

28

に
香
川
県
議
会
、
④
　

月
　

日

12

12

に
徳
島
県
議
会
へ
、
地
本
と
該

当
分
会
と
で
要
請
行
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

意
見
書
の
内
容
は
、
本
部
か

ら
の
指
示
を
踏
ま
え
、
林
野
関

連
予
算
の
拡
充
、
森
林
環
境
譲

与
税
の
譲
与
基
準
の
見
直
し
、

林
業
労
働
力
の
確
保
等
の
課
題

を
盛
り
込
み
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
各
県
議
会
と
も
に
、
意
見

書
の
内
容
は
概
ね
理
解
を
得
て

お
り
、
森
林
吸
収
源
対
策
と
し

て
の
森
林
整
備
の
必
要
性
、
国

産
材
の
利
用
促
進
、
主
伐
後
の

再
造
林
の
推
進
な
ど
の
項
目
も

追
加
し
な
が
ら
、
　

月
の
各
県

12

議
会
定
例
会
で
採
択
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

林
活
議
連
に
対
し
て
は
、
森

林
整
備
事
業
を
担
う
林
業
労
働

者
の
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
、
木
材
の
搬
出

に
関
わ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

体
に
つ
い
て
も
運
転
者
の
確
保

を
は
じ
め
、
原
油
高
に
よ
る
燃

料
費
等
の
負
担
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
、
山
元
で
の

素
材
生
産
か
ら
木
材
の
搬
出
、

販
売
ま
で
ト
ー
タ
ル
的
な
体
制

整
備
に
向
け
た
行
政
と
し
て
の

支
援
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
そ

う
し
た
課
題
の
前
進
に
向
け
て

り
ま
し
た
。

　

開
催
地
本
で
あ
る
九
州
地
本

の
甲
斐
地
本
執
行
委
員
長
か
ら

は
、
各
地
本
に
お
け
る
取
り
組

み
や
職
場
の
課
題
等
を
共
有
し
、

議
論
を
深
め
、
林
野
労
組
の
組

織
強
化
と
西
南
三
地
本
の
運
動

の
前
進
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
本
部
の
伊
藤
労

働
条
件
対
策
部
長
よ
り
、
２
０

２
３
年
に
向
け
た
賃
金
・
労
働

条
件
に
関
わ
る
要
求
、
２
０
２

３
年
度
予
算
及
び
組
織
・
定
員

等
に
係
る
課
題
、
国
有
林
野
事

業
の
推
進
に
向
け
た
業
務
運
営

課
題
な
ど
、
中
央
情
勢
等
の
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
本
よ
り
秋
年

段
階
で
の
取
り
組
み
内
容
の
報

告
を
は
じ
め
、
①
要
員
関
連
課

題
、
②
２
０
２
１
年
度
業
務
運

営
関
連
課
題
、
③
賃
金
、
労
働

条
件
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
、
④
組
織
態
勢
の
確
立
・
強

化
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

各
地
本
共
通
し
て
、
要
員
確

保
、
空
席
ポ
ス
ト
の
解
消
が
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
新
規
採
用

者
数
の
拡
充
、
事
務
系
・
現
場

系
非
常
勤
職
員
の
雇
用
予
算
の

確
保
な
ど
を
求
め
交
渉
を
継
続

し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
組
織
態
勢
の

の
ひ
ろ
ば
と
し
て
、
伊
方
原
発

の
問
題
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演

会
、
基
地
問
題
講
演
会
、
労
働

組
合
弾
圧
に
係
る
ド
キ
ュ

　

メ

ン
ト
映
画｢

こ
こ
か
ら
『
関
西

生
コ
ン
事
件
』
と
私
た
ち｣

の

上
映
及
び
裁
判
闘
争
報
告
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

多
く
の
こ
と
が
学
べ
た
護
憲

大
会
で
は
、「
憲
法
」
は
政
治
権

力
を
制
限
し
、
独
裁
を
回
避
す

る
た
め
の
仕
組
み
で
あ
り
、｢

立
憲
主
義｣

に
基
づ
く
政
治
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、

平
和
主
義
・
国
民
主
権
・
基
本

的
人
権
の
尊
重
を
基
調
と
す
る

日
本
国
憲
法
の
改
悪
を
許
さ
な

い
取
り
組
み
を
広
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
改
め
て
考
え
る
こ

と
が
出
来
た
集
会
で
し
た
。

確
立
に
向
け
て
は
、
地
本
オ
ル

グ
や
機
関
紙
の
発
行
に
よ
る
組

合
員
と
の
情
報
共
有
の
取
り
組

み
以
外
に
、
活
動
者
育
成
に
向

け
た
学
習
会
の
実
施
な
ど
の
取

り
組
み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
、
各
地
本
が
抱
え

て
い
る
課
題
や
交
渉
状
況
を
全

体
で
共
有
し
、
引
き
続
き
各
地

本
で
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
閉
会
し
ま
し

た
。
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｢

国
交
正
常
化
　

年
、
対
話
の

50

扉
を
大
き
く
開
き
、
ア
ジ
ア
の

緊
張
と
世
界
平
和
へ
の
貢
献
を

｣

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

あ
り
、
日
中
国
交
正
常
化
の
歴

史
を
は
じ
め
、
軍
拡
は
日
本
に

平
和
を
も
た
ら
す
こ
と
は
な
い

等
の
報
告
を
聞
き
、
東
ア
ジ
ア

の
緊
張
緩
和
・
世
界
平
和
に
向

け
た
憲
法
の
意
義
を
考
え
ま
し

た
。

　

ま
た
、｢

松
山
市
の
人
権
史

跡｣

を
訪
ね
る
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
や
、
４
つ
の
分
科
会

（
①
現
下
の
改
憲
情
勢
、
②
軍

拡
・
基
地

強
化
、
③
ジ

ェ
ン

ダ
ー
平
等
、
④
憲
法
に
ま
な

ぶ
）
で
は
、
専
門
家
か
ら
の
問

題
提
起
及
び
参
加
者
と
の
議
論

が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
交
流

中
央
情
勢
及
び
、
各
地
本
の
課

題
な
ど
意
見
交
換
を
行
う

各
県
行
政
へ
の
意
見
反
映
を
は

じ
め
、
関
係
省
庁
、
政
党
へ
要

請
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
地
域
に
お

け
る
森
林
・
林
業
施
策
の
推
進
、

国
・
県
等
の
行
政
機
関
へ
の
意

見
反
映
の
た
め
に
も
、
四
国
４

県
で
の
意
見
書
採
択
状
況
等
を

踏
ま
え
、
今
後
、
各
分
会
に
お

い
て
、
市
町
村
議
会
で
の
意
見

書
決
議
の
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
ア
ジ
ア

を
取
り
巻
く
情
勢
を
考
え
る

 ☆
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２
０
２
３
年
４
月
に
投
開
票

が
行
わ
れ
る
第
　

回
統
一
地
方

20

選
挙
に
つ
い
て
は
、
①
都
道
府

県
と
政
令
市
の
首
長
及
び
議
員

選
挙
は
、
４
月
９
日
投
開
票
、

②
政
令
市
以
外
の
市
区
町
村
の

首
長
・
議
員
選
挙
は
４
月
　

日
23

投
開
票
の
予
定
で
行
わ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

各
県
議
会
議
員
選
挙
に
お
け

る
地
本
推
薦
候
補
は
、
　

月
末

11

現
在
で
３
名
、
各
市
町
村
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
分
会
推
薦

候
補
は
、
局
分
会
推
薦
の
１
名

と
な
っ
て
い
ま
す
。
推
せ
ん
候

補
者
の
勝
利
に
向
け
て
組
合
員

及
び
家
族
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
【
齋
藤
通
信
員
（
大
栃
）
】

　
　

月
　

日
～
　

日
に
愛
媛
県

11

12

14

松
山
市
で
平
和
主
義
・
国
民
主

権
・
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
基

調
と
す
る
憲
法
理
念
の
実
現
を

目
指
す
「
第
　

回
護
憲
大
会
」

59

が
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
　

650

人
が
参
加
し
、
林
野
労
組
四
国

か
ら
は
５
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

護
憲
大
会
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
長
期
化
、

深
刻
化
・
政
策
の
混
乱
、
政
治

に
対
す
る
信
頼
の
低
下
・
改
憲

勢
力
の
増
加
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク


